
　私たちの住むまちには、一級河川である肝属川をはじめ、様々な川が流れています。まち
はこれまで、川の特徴や水の恵みを生かして発展してきました。川は私たちの暮らしの源で
す。身近な川について学ぶことは、防災に役立つだけでなく、暮らしでの新しい楽しみ方を
発見することにもつながります。市内で進められている「かわまちづくり」を紹介します。

写真は、吾平地区を流れる姶良川で毎年行われる「稚アユの放流」（昨年実施時の写真）。
姶良川流域では、住民主体による川の保全活動が進められています。右側に見えるのは、
カヌーに親しむ人たちの姿。様々な楽しみ方ができるのも、川の醍

だい
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（提供：大隅河川国道事務所）

肝属川の水の利用状況

井堰

ダム
農業
81.7％

発電
18.2％

工業
0.00％

その他 0.1％ 　
約
２
０
０
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流
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。
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このほか、海へ直接流れ込む「単独
水系」では、井出尻川、鎌脇川、小
薗川、荒平川、永目川があります。

肝属川水系

菱田川水系

高須川水系

【支川】
串良川、姶良川、
下谷川など

【支川】
梅ヶ渡川、
浦谷川など

【支川】
高牧川

大隅湖

輝北ダム

鳴之尾牧場・

分
水
路市役所・

姶
良
川

串
良
川
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